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イ
ラ
ン
攻
撃
と
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
の
事
実
上
封
鎖
は
、
日
本
経

済
と
国
民
生
活
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
国
は
も

と
よ
り
、
荒
川
区
と
し
て
の
支

援
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

全
国
的
な
調
査
（
左
下
囲
み
）

で
も
、
中
小
事
業
者
の
多
く
が
、

中
東
情
勢
の
影
響
で
仕
入
れ
、

資
材
の
高
騰
、
資
材
調
達
の
困

難
拡
大
な
ど
深
刻
な
状
況
が
進

ん
で
い
ま
す
。

区
内
の
建
設
関

係
の
団
体
と
懇
談

す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
は
「
中
小
に
は
材
料

が
入
っ
て
こ
な
い
」
「
価
格
が

上
が
っ
て
見
積
も
り
が
出
せ
な

い
」
な
ど
深
刻
な
実
態
が
出
さ

れ
ま
し
た
（
左
上
グ
ラ
フ
）
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
資
金
繰
り
の

悪
化
な
ど
で
倒
産
な
ど
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
建
設
関
係
の
事

業
者
と
労
働
者
は
、
住
宅
、
ま

ち
づ
く
り
、
防
災
な
ど
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

建
設
業
を
は
じ
め
、
区
内
の

中
小
事
業
所
数
は
、
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
２
０
２
１
年

現
在
８
０
０
０
台
に
な
っ
て
い

ま
す
。
中
東
情
勢
の
影
響
は
、

コ
ロ
ナ
禍
異
常
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
何
よ
り
も
政
府
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
実
態
を
一
番
よ
く

知
る
基
礎
自
治
体
・
荒
川
区
が
、

ま
ず
調
査
も
行
い
、
緊
急
に
燃

料
・
光
熱
費
、
家
賃
な
ど
固
定

費
へ
の
直
接
支
援
を
実
施
す
べ

き
で
す
。
価
格
転
嫁
に
つ
い
て

も
改
正
下
請
法
に
基
づ
く
働
き

か
け
な
ど
支
援
す
る
体
制
を
作

る
べ
き
で
す
。
今
後
日
本
共
産

党
区
議
団
は
補
正
予
算
も
含
め

緊
急
対
応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

定例法律相談
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５
月
15
日
付
の
東
京
新
聞
に

「
都
電
荒
川
線
30
駅
周
辺

調
べ

て
み
た
ら
…
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

断

絶
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
目

に
入
り
ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く

眺
め
て
い
る
の
で
す
が
、
視
覚
障

害
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
命
綱

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
断
絶
し
て
い

る
こ
と
に
、
正
直
び
っ
く
り
し
ま

し
た
（
左
写
真
）
。
同
時
に
、
日

常
生
活
で
そ
こ
に
目
が
行
か
な
か
っ

た
不
明
を
恥
じ
る
ば
か
り
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
再
開
発
で
の

「
賑
わ
い
」
「
魅
力
ア
ッ
プ
」
な

ど
で
な
く
、
そ
こ
で
暮
ら
す
全
て

の
方
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
か
ど

う
か
の
実
現
で
す
。
横
山
幸
次

裏面 中東情勢と区内介護事業所、小中学校の桜は？…など

区は、都市計画マスタープランの改定を今後２年間かけ

て行い、そのあとに「地域公共交通計画」の調査を行い策

定するとしています。一体何年後のことになるのでしょう

か。その間にも、高齢化は進み、区の言う「外出機会の確

保」など打ち出していますが、スローガン倒れにならない

でしょうか。

やはり最大の問題は、「運行経費を補助しない」を大前

提にしていることです。この間、部分的には、失敗したデ

マンドタクシーに900万円を出したことの総括も必要です。

都市部でも医療機関や公共施設、商業施設、駅などを結

ぶ交通・移動のネットワークをつくる時です。そうしてこ

そ、だれもが生き生き暮らせる未来を展望できるのです。

全商連（全国商工団体連

合会）が行った「ホルムズ

海峡封鎖等による影響緊急

調査」（3/27～4/20、2215

人が回答）では、8割が仕入

れ・資材が高騰し、半数近

くが調達が困難になったと

回答。4割超が、仕事、売上

・利益が減少しています。

また支援策としては、7割

近くが燃料、光熱費への直

接支援、半数がコロナ禍の

持続化給付金、税・社会保

障の納付猶予、減免を求め

ています。



中
東
情
勢
が
介
護
現
場
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
物

価
高
騰
・
資
材
不
足
の
中
、
介

護
現
場
の
実
態
を
う
か
が
お
う

と
、
日
本
共
産
党
区
議
団
で
区

内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

み
な
さ
ん
と
懇
談
、
深
刻
な
実

態
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

区
と
し
て
地
域
密
着
の

小
規
模
事
業
所
支
援
を

以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
人

手
不
足
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
高

齢
化
な
ど
に
加
え
て
、
中
東
情

勢
が
大
き
く
影
響
。
介
護
に
欠

か
せ
な
い
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
手

袋
の
不
足
、
送
迎
の
運
転
手
不

足
、
物
価
高
騰
や
家
賃
の
値
上

げ
な
ど
が
事
業
を
直
撃
し
て
い

る
実
態
、
事
業
継
続
が
困
難
に

な
り
か
ね
な
い
実
態
な
ど
出
さ

れ
ま
し
た
（
主
な
内
容
は
下
囲

み
参
照
）
。

区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
４
割

の
事
業
所
が
収
入
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
で
す
の

で
、
中
東
情
勢
の
影
響
で
さ
ら

に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
渡
韓
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
区

内
の
介
護
事
業
は
、
地
域
密
着

の
中
小
が
担
っ
て
い
ま
す
。
区

と
し
て
事
業
継
続
の
緊
急
支
援

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

区
の
介
護
保
険
料
（
65
歳
以

上
の
基
準
額
）
は
23
区
で
最
高

額
で
す
が
、
高
い
保
険
料
を
支

払
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
介
護
事

業
所
と
ヘ
ル
パ
ー
が
い
な
け
れ

ば
介
護
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

住
み
続
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。事

業
所
の
経
営
安
定
や
職
員

の
処
遇
改
善
に
介
護
報
酬
の
基

準
額
引
き
上
げ
と
、
高
す
ぎ
る

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
に
国
の

財
源
割
合
の
引
き
上
げ
が
不
可

欠
、
区
の
独
自
支
援

も
求
め
て
い
ま
す
。

区
議
会
の
委
員
会

で
は
、
区
民
か
ら
出

さ
れ
た
「
介
護
保
険

料
値
下
げ
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
充
実
を
求
め
る
」

陳
情
が
「
趣
旨
採
択
」

に
。
共
産
党
は
「
採

択
」
を
主
張
し
ま
し

た
。陳

情
は
、
国
の
財

源
引
き
上
げ
の
意
見
書
を
区

議
会
か
ら
提
出
す
る
よ
う
要

望
し
て
お
り
、
区
民
の
く
ら

し
を
ま
も
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

充
実
に
、
議
会
か
ら
声
を
あ

げ
る
よ
う
提
案
し
ま
す
。

来
年
度
の
介
護
保
険
改
定

に
向
け
て
、
23
区

一
高
い
保
険
料
の

値
下
げ
、
そ
の
人

が
人
間
ら
し
く
暮

ら
す
た
め
の
介
護

や
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
む
け

て
取
り
組
み
を

進めます。

「中東はどこよりも安定的に量がとれて距離も近い」。そもそ

も、93.5％の残りの6.5%から93.5%分をひねり出すマジックなど存

在しません。量も質も、中東産の代替はないのです。だから、何

としてもホルム

ズ海峡の通行が

必要であり、そ

こに全政治力を

投入せねばなり

ません。アメリ

カ言いなりから

の脱却が急がれ

ます。

猛暑の影響や老朽化などで、街路樹や公園の樹木の倒

木・枝折への対応が全国で課題となっています。都によ

ると2025年度は倒木による怪我が3件あったとのことで、

改めて安全対策が求められています。

区内小中学校のソメイヨシノも大半が樹齢50年を超え

ており、2024年度に樹木点検を実施。区立幼稚園・小中

学校あわせて310本のうち「樹木医の診断が必要」な樹

が265本で25～27年度の3年間で診断を実施。25年度は91

本の診断を実施、うち「伐採が必要」が8本、「伐採の

可能性あり」が21本。すでに24～25年度に緊急対応とし

て、未診断の樹もふくめ11本を伐採、

枝落としも121本行っています。

その後はソメイヨシノ以外の品種に

植え替えを進めることにしています。

《介護事業所からの声》

運営経費が増加!
○プラスチック手袋の販売数

が制限された

○事業所の賃料が2.5倍に

○デジタル化がすすむ一方で、

日々の通信料、サポート代、

セキュリティ費用など負担が

ふえた

○処遇改善加算を

取るための事務の

手間が大変

深刻な介護の
担い手不足
○新しい施設が

職員不足で、定

員まで受け入れることができ

ないと聞いた

○デイサービスが閉鎖し、利

用者さんは他施設に移ったが、

移転先のデイも閉鎖に。こん

なことは今までなかったので

びっくり

○送迎の運転手不足が深刻。

介護職は賃上げの報酬加算が

あるが、運転手は専門職とみ

なされず加算がないため賃金

が低く、人材確保が難しい

深刻なケアマネ不足
○ケアマネ高齢化、30代がい

ない

○人手不足で新規依頼を受け

られないことも

○シャドーワーク（勤務外の

仕事）が多くて大変…代行が

できないか

○デジタル化でツールはあっ

ても、仕事そのものが変わら

ないと大変さは変わらない

特養ホームが足りない…
住まいの支援

を
○区内の待機者

は370人…必要な

時に入れる状況とは言えない

○さいたま市、岩槻市、川口

市などから特養の営業が来る

…せめて近場で入所できるよ

うな仕組み（行政間の連携な

ど）があったらいいのに


